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CHARTERED 
June 10, 1980 

 

ワイズメンズ国際協会・東日本区・富士山部 

下田ワイズメンズクラブ 

第３９期（２０１８-１９年度） 

 

 

 主題 

下田クラブ会長 『 少 数 精 鋭 』 臼井 啓太郎 
【 国 際 会 長 】  “Yes, we can change”  Moon Sang Bong （韓国） 

【アジア地域会長】 “Act ion” 田中 博之 （東日本区） 
【東日本区理事】 “為せば、成る” 宮内 友弥 （東京武蔵多摩） 
【富 士山部長 】 “生き活き！ワクワク！仲間と共に！” 渡邉 実帆 （沼津） 

 

今月の強調月間テーマ  『 IBC/DBC 』 

IBC = International Brother Clubs （国際兄弟クラブ） 

DBC = Domestic Brother Clubs （国内兄弟クラブ） 

下田クラブの IBC は PAGODA （KOREA）現在連絡が取れていない

状況。 DBC は「札幌北クラブ」と「四日市クラブ」（西日本区）。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

第４５４回 １月 新年例会  プログラム

日時： ２０１９年１月１６日（水） １８：３０～ 

場所： 下田東急ホテル     下田市 5-12-1 

Tel： 0558-22-2411 

 受付： 平田 充浩 Y's 

 司会： 土屋 恒夫 Y's 

◇ 開会点鐘 臼井 啓太郎 会長 

◇ 開会の言葉 長田 俊児 Y's 

◇ ワイズソング 一  同 

◇ ワイズの信条 清野 大樹 Y's 

◇ 会長挨拶(ｹﾞｽﾄ・ﾋﾞｼﾞﾀｰご紹介) 臼井 啓太郎 会長 

◇  富士山部長挨拶 渡邉 実帆 部長 

◇ 書記&委員会報告 書記・各委員会 

◇ 食前の感謝 平田 充浩 Y's 

 

◇  会食・懇親 一  同 

◇ 誕生日＆結婚記念日祝い  親睦委員会 

◇ スマイル 親睦委員会 

◇ 出席率・スマイル報告 プロ・ドラ委員会 

◇ 閉会の言葉 土屋  誠 Y's 

◇ 閉会点鐘 臼井 啓太郎 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報  
１月号 

誕生日＆結婚記念日祝い 

１月  Happy Birthday 

長田俊児 Y’s （２１日） 

清野大樹 Y’s （３１日） 

平田由紀メネット （２４日） 

Wedding Anniversary 

会員に該当者はいません 

 

THE SERVICE CLUB OF YMCA 

AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL OF Y’S MEN’ S 

CLUBS 

事務局：〒415-0022 静岡県下田市２丁目 ５－９ 

 (臼井啓太郎会長宅) ☎ ０５５８-２３-３００７ 

第３９期会報委員会：委員長: 長田俊児(☎ 090-3252-5573)， 

副委員長 清野大樹 

クラブ情報 

会 長： 臼井啓太郎 
副 会 長： 池谷 淳 
直前会長： 臼井啓太郎 
書 記： 土屋恒夫 
会 計： 土屋 誠 
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今月の聖句 

神はまた言われた、「地は生き物を種類にしたがっていだせ。家畜と、這うものと、地の獣とを種類にしたがっ

ていだせ」。そのようになった。神はまた言われた、「われわれのかたちに、われわれにかたどって人を造り、これ

に海の魚と、空の鳥と、家畜と、地のすべての獣と、地のすべての這うものとを治めさせよう」。 

God said, "Let the earth produce living creatures after their kind, livestock, creeping things, and 

animals of the earth after their kind"; and it was so. God said, "Let us make man in our image, after our 

likeness: and let them have dominion over the fish of the sea, and over the birds of the sky, and over the 

livestock, and over all the earth, and over every creeping thing that creeps on the earth." 

創世記 第 1 章 24 節, 26 節 

 

１２月例会出席等 報告 

在籍者 

内休会員 

正会員数 

功労会員 

出席者 

.９ 名 

１ 名 

８ 名 

１ 名 

８ 名 

出席率 

ビジター 

メネット・コメット 

ゲスト 

総出席者数 

１００ ％ 

４ 名 

５ 名 

２４ 名 

４１ 名 
 

 

11月 メイキャップ 0 名 修正出席率 ％ 

 

1２月スマイル １４,000 円 キャップ累計 82.60 kg 

 スマイル累計 ９５,000円 プルタブ累計 11.95 kg 

 娘とのテレビ初共演 書記  土屋恒夫 

①  日  時   平成 30年 12月 25日（18：14～県内ニュースの時間） 

②  Channel    テレしず（テレビ静岡） 

③  テーマ   「親子で 2度の東京五輪ボランティア参加」
 

（１） 

修善寺在住の二女はオリンピック自転車競技が開

かれる伊豆市の都市ボランティア（外国語担当）に認

定され、目下研修に勤しんでいる。英語が得意という

訳でもないのによく志願したと感心していた。 

彼女は記者から志望動機を尋ねられた際、「父が

1964 年の東京大会に学生通訳（Press Center 受付）

として参加。とてもよかったと聞かされていたから。」と

返答したという。 

（２） 

 その話に興味を抱いた TV 局が下田まで来訪、二

人揃って自宅でのインタビューに応じた。テレビの録

画撮りは全く未知の世界。親子とも緊張した。記者か

らの依頼で私は 55 年前の白黒写真集を手元に用意。

撮影は滞りなく終了したものの、放映はどんな構成に

なるのか気が気でなかった。 

しかし、番組を見た人達から「落ち着いていた・娘さ

んが上品で素敵だった・内容がドラマチック・奥行きの

深さと歴史を感じた。」等々、おおむね良好の感想が

寄せられ思わず“SMILE”。 

（３） 

 生涯で 2回もオリンピックを体験出来るのはそれだ

けでも幸せなこと。しかも今大会の cycling競技は地元

静岡県での開催だ。こんな喜ばしいことはない。この

チャンスに娘がボランティアに応募したことで、私の遥

か遠い青春時代にスポットライトが当たることになった。

当時私は 20歳。東京の大学へ進んだのも幸運だった

し、3 週間の活動中数多くの外国人との交流を通して、

生きた英語のシャワーを浴びることが出来た。この貴

重な体験は今でも私の財産となっている。 

（４） 

かくして平成最後の 2018年、我が東京五輪の懐か

しいアルバムに新たな１ページが加わった。見返りを

求めないのがボランティアだとすれば、思わぬ巡り合

わせに出会えるのもまたその魅力と言えそうだ。ワイズ

メンクラブ活動の原点も全く同じ。素晴らしい夢を見さ

せてくれた my daughterに Many thanks! 
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1２ 月 チャリティークリスマス家族会報告 親睦委員 長田俊児 
 

今月は恒例の X’mas 家族会。下田ワイズの一大イ

ベントです。何かこれが有るとああ、また一年立ったの

かと感じる。季節よりもより切実感を体感するのは私だ

けだろうか。 

少ないメンバー数の中で、大勢のビジターを楽しま

せなければならない。親睦委員会の腕の見せ所では

あるが「言うは易く行うは難し」の典型。少ないメンバー、

少ない時間、少ない予算のないない尽くしでスタート

しました。 

それでも、メンバー土屋恒夫メネットのお友達が例

年にもまして応援に駆け付けてくれ、大変心強く女性

の力は凄いを実感しました。更には親睦委員長平田

Y’s の人脈で、下田吹奏楽団にフルバンド並みで出

演していただき、間近で体感した吹奏楽は、大人から

小さなお客様まで楽しめる曲目とその迫力に感動しま

した。17名ものメンバー、破格のギャランティー。その

ご協力には本当に頭が下がります。本当に有難うござ

いました。 

そして下田クラブの心の拠り所。知的障害者施設

すぎのこ作業所の富永施設長への寄付金贈呈。大変

少ない額ですが「継続は力なり」でこれからも頑張りま

す。 

つづいては参加者全員の一番の楽しみ。大抽選会

の始まりです。この辺になると時間は押し抽選数は多

いでテンヤワンヤです。ひとつ抽選が当たる毎に、歓

声やら拍手やら中にはブーイングやらで大興奮。今

年の特賞は、前述の土屋メネットのお友達。会場東急

ホテルの宿泊券。飛び上がって喜んでいました。神は

見捨てない。 

という訳でドタバタでは有りましたが、まあ皆様の笑

顔がたくさん見れた X’mas12 月例会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリスマス家族会 出席者（下田クラブ会員以外の方） 

伊東ワイズメンズクラブ：山田光彦会長、金子正樹書記、牛田俊夫プロドラ委員長、堀口正作文献管理委員長/ すぎのこ

作業所：富永隆明施設長/ 櫻井ファミリー：櫻井宏元チャーター会員、コメット佐藤由美さんと夫佐藤義和氏/ 平田ファミリ

ーと関係者：平田由紀メネット、平田菜津紀コメット、父平田栄藏さん、母平田紀久子さん、父友人磯崎順一さん、母友人杉

原里美さん/ 土屋恒夫 Y's メネット関係：土屋成子メネット、土屋百合子コメット、メネットの妹田口のぶ子さん、メネット友人

椙本悦子さん、森優子さん、飯田ゆう子さん、鈴木なか江さん/ 臼井啓太郎 Y's 友人：田中敏樹さんとお子さんの田中和士

さんと田中ひかりさんと田中謙俉さん、芹沢秀晃さん、奥さんの芹沢ちひろさんとお子さんの芹沢碧人さんと芹沢藤真さん/ 

土屋誠 Y's 会社同僚：鈴木絹代さん、樋口優衣さん/ 長田敏江メネット/ 清野大樹 Y’s 姪加嶋尚美さん 
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池谷淳回想録 日米黒船祭り、街づくり  

ロードアイランド州ニューポート市にアメリカ

版黒船祭りを設営して 32 年も経つ。見事に定着し

毎年5月に模様される下田の黒船祭りを開催する。

アメリカではニューポート市が 7 月に黒船祭を挙

行する。その際に中学生の交換訪問がされてきた。

相互の市民交流は 600人を超す総勢となっている。 

鹿児島県の指宿市の市長選に田原迫要氏応援で

1 泊 2 日 15～16 か所で街頭演説をした。観光とと

しての菜の花マラソンの企画や韓国大統領の訪問

等国際的な観光事業の展開を推進し、田原迫市長

はこの二つを見事に開花され成功された。 

街づくりとは住む人が気持ち良く生きられる場

所づくりであり、町とはそんな場所、人の集まる

場所とは自然に人々が自発的に集まる所である。

交流を持続することで必ず大きな友情のうねりに

育っていくものだ。 

 

 

第４５5回  2月 例会  予定 

日時： 2 月 13日（水） 18：30～21：00 

場所： 下田東急ホテル 

下田市 5-12-1  tel 0558-22-2411 

プログラム担当 予定者 

受 付 ・・・・・ 土屋  恒夫Y’s 

司 会 ・・・・・ 長田  俊児 Y’s 

開会の言葉 ・・・・ 清野  大樹 Y’s 

ワイズの信条 ・・・・ 土屋  恒夫 Y’s 

食前の感謝 ・・・・ 土 屋   誠 Y’s 

閉会の言葉 ・・・・ 平田  充浩 Y’s 

第 8回  2月 運営委員会 案内 

日時： 2月 5日（火） 18：30 ～ 

場所： 珈琲苑（西本郷） 

 

 

パソコン教室 

12月 15日（土）2時から 清野宅 実施 

第 24回 LINEの概要、設定等 

1月 26日（土） 2時から 長田宅で開催します。 

第２5回： LINEの使い方. 

2月 9日（土） 2時から 土屋恒夫宅で開催し

ます。 第２6回： Media playerの使い方 

富士山部クラブ・YMCA・東日本区行事予定 

・ 1/27（日） 第 2 回富士山部役員・評議会 熱海 YMCA 

役員会 15:00 評議会:16:15 

・ 5/18（土） 第 3 回富士山部 役員・評議会 ホスト/下田

クラブ（熱海 YMCA会館 13:00） 

・ 3/11（月） 伊東クラブ 3月例会 暖香園 6:30 

他クラブ等訪問 

・ 12/23（日） 伊東クラブ 12月クリスマス家族会 

参加者：臼井会長、土屋恒夫書記 

・ 1/10（木） 熱海YMCA新年会・稲田精治Y’s叙勲祝賀会 

参加者：土屋恒夫書記、長田 Y’s 

・ 1/14（月） 伊東クラブ １月新年例会 暖香園 

参加者：臼井会長、清野 Y’s 

 

お知らせ 

長年下田クラブのために貢献してきました佐々木

眞澄Y’sが体調を崩されやむなく１月から休会する

ことになりました。早く元の体調に戻り復帰されるこ

とを会員一同お待しております。佐々木眞澄Y’sの

休会に伴い、下田クラブの構成は、 

在籍者 

内休会員 

正会員数 

功労会員 

９ 名 

２ 名 

７ 名 

１ 名 

また、青少年・CS委員長に土屋誠 Y’s、同副委員

長に土屋恒夫 Y’s が担当します。 


